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PushTracker/E2 の同梱および販売は終了しています。
同梱のスピードコントロールダイヤルまたはスイッチコントロール（別売り）や、
お手持ちのスマートウォッチ（Apple Watch/Galaxy Watch）をご利用ください。
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スピードコントロールダイヤル
取付け⽅法

重要︕この説明書は、スピードコントロールダイヤルの取り付けのみ使⽤され
ます。スピードコントロールダイヤルの操作については、スマートドライブに付属し
ている、取扱説明書を参照してください。またはカスタマーサポートまでお問合せく
ださい。

警告 – 使⽤の前にスマートドライブ、⾞いす、アクセサリーに付属してるすべての説明書と安全情報を読み、そ
れに従てください。この説明書に記載された作業を⾏うことができない場合、臨床医、機器提供者、販売店、またはカス
タマーサポートに連絡し、⽀援を求めてください。

注意事項︓ファームウェアのバージョン2.2以降が必要です。それ以前のバージョンのファームウェアでは、スマートドライブのLED
は薄暗く点灯し、スピードコントロールダイヤルはスイッチコントロールボタンのように機能するか、全く機能しません。スマートド
ライブMX2+ウェラブルアプリまたはプッシュトラッカーモバイルアプリで︓ファームウェアのバージョンを確認するには「バージョ
ン情報」を、ファームウェアのアップデートが必要な場合は「ワイヤレスアップデート」のセクションをご参照ください。※表⽰され
ている部品は、お使いのスマートドライブと若⼲異なる場合があります。

警告この表⽰を無視して誤った取り扱いをすると、⼈が傷害を負う可能性が想
定される内容を⽰しています。

注意この表⽰を無視して誤った取り扱いをすると、⼈が傷害を負う可能性が想
定される内容及び物的損害のみの発⽣が想定される内容を⽰しています。

販売店︓この取扱説明書は、本製品を使⽤する⼈に必ずお渡しください。
利⽤者（個⼈または介護者）︓本製品を使⽤する前に、この説明書を読み今後の参
考のために保存してください。

Max Mobility, LLC, 
300 Duke Drive, Lebanon, TN 37090 USA
U.S.A.: 800-637-2980 615-953-5350 
Max Mobility, LLC is part of Permobil.

ペルモビール株式会社
〒135-0004
東京都江東区森下2-7-6
☎:03-6659-9507
✉:info.jp@permobil.com



パート１︓L/Rスイッチの位置とラバーインサートの選択
L/Rスイッチの選択︓

スピードコントロールダイヤルは、どちらの⼿で操作するかによって、⾞いす
のフレームの左側または右側に取り付けることができます。

スピードコントロールダイヤルを⾞いすに取り付ける前に、ラバー製のL/Rス
イッチ（装置背⾯にあります）が正しい位置にあることを確認してください。
右⼿で使⽤する場合は、スイッチを『R』にします。左⼿で使⽤する場合は
『L』に切り替えてください。

ラバーインサートの選択︓

取り付ける前に、⾞いすフレームのチューブの直径に基づいて正しいゴム製イ
ンサートを選択します。その後、パート２の指⽰に従ってください。

注意︓必要に応じて円周率を⽤い⾞いすチューブの直径を決定してください。
メジャーを使うか短冊上に切り取った紙をチューブの周囲に巻き付けます。下
の表をご活⽤ください。

円周 直径 ラバーインサート

2¾インチ（70㎜） ⅞インチ（22㎜） #22

1¼インチ（80㎜） 1インチ（25㎜） #25

89㎜（3½インチ） 1⅛インチ（28㎜） #28

4インチ（100㎜） 1¼インチ（32㎜） #32

⾞いすのチューブが丸くない場合は、最も確実な取り付けができるラバーインサー
トを使⽤してください。

ラバーインサートの配置についての注意点（パート2の説明参照）。取り付けの際、ラバーインサートをクランプの
中に⼊れる事になります。正しく配置するために、『A』はクランプの丸い開⼝部に、『B』は繰り込みにフィット
するようにします。 P2

5. ⾞いすのフレームにフィットするよう、クラン
プの開⼝部を広げ⾞いすフレームにフィットさ
せます。クランプとハウジングを⼀緒に挟み、
ボルトをクランプの⽳に通します。

6. 六⾓ナットをボルトに取り付けます。
7. 付属の六⾓レンチまたはマイナスドライバーを

使⽤し、しっかりと固定されるまで締め付けま
す。正しく固定されると、スピードコントロー
ルダイヤルはフレームを中⼼とした回転はしな
くなります。

8. 座布の表⾯にケーブルを通し、⾞いすの背もた
れから出してください。付属の⾯ファスナーと
結束バンドを使⽤して、ケーブルを⾞いすフ
レームとシート表⾯に固定してください。（本
書の最終ページにある配線例を参照してくださ
い。

注意︓ ケーブルが⾞いすから出ていると引っかかっ
て破損する場合があります。ご注意ください。
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パート2︓⾞いすに取り付ける
スピードコントロールダイヤルは、⾞いすのフレームの⽚
側、ハンドリムから⼿を放すことなく確実にダイヤルを操
作できる⼀に取り付けられます。

警告︓スピードコントロールダイヤルがハンドリムから離
れすぎていると、⾞いす捜査中にハンドリムから⼿を離さ
なければならず、⾞いすを制御できなるなる可能性があり
ます。

⾞いすの座布シートの取り付け⽅法がボルトオン式になっ
ている場合は、その部分のネジを緩めクランプを隙間に差
込み、再度座布のボルトを締めてください。スピードコン
トロールダイヤルをハンドリムに近い位置に配置できるよ
うにします。

オプションA︓ダイレクトアタッチ（直付け）

1. ラバーインサート#22、#25、#28を使⽤する場合は、
フレームチューブに装着してください。

2. ⾓頭のボルトを背⾯のスロットにスライド挿⼊します。

3. 図のようにクランプに⾓度をつけ、クランプの上部を
ハウジングの後部にひっかけます。

4. ラバーインサート#32を使⽤する場合は、クランプの
中に⼊れてください。

スマートドライブ

スピードコントロールダイヤル
サプリメンタル・トレーニングガイド

ダイヤルを“停⽌”位置
まで回します。

スピードコントロール
ダイヤルの側⾯をLED
（⻘⾊）が点灯するま
で押し続けます。

お好みのスピードになる
まで、ダイヤルを前に回
します。ダイヤルを前後
に回してスピードの調整
をしてください。

停⽌するには、“停⽌”位
置まで回転して戻り、ハ
ンドリムを握って⽌まり
ます。スピードコント
ロールダイヤルの測⾯を
押して、パワーアシスト
をオフにします。

注意︓⾞いすのフレーム右側に付けた場合の例です。

P3
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5. ⾞いすのフレームにフィットするよう、クラン
プの開⼝部を広げ⾞いすフレームにフィットさ
せます。クランプとハウジングを⼀緒に挟み、
ボルトをクランプの⽳に通します。

6. 六⾓ナットをボルトに取り付けます。
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ルダイヤルはフレームを中⼼とした回転はしな
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れから出してください。付属の⾯ファスナーと
結束バンドを使⽤して、ケーブルを⾞いすフ
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い。
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オプションB︓アームの取り付け
1. ⾓頭ボルトをアーム取り付け⾦具に通

す。

2. ラバーインサート#22、#25、#28を
使⽤する場合、ラバーインサートをフ
レームチューブにセットし、ラバーイ
ンサートにクランプをセットします。
その後、４に進みます。

3. ラバーインサート#32を使⽤する場合
は、まずクランプの中に#32を⼊れて
ください。それからチューブに固定し
ます。

4. アーム上部をクランプに引っかけます。
クランプとハウジングを⼀緒に挟み、
クランプをボルトの端に押し付けます。

5. 六⾓ナットをボルトに取り付けます。

6. 付属の六⾓レンチまたはマイナスドラ
イバーを使⽤し、アームがフレーム
チューブに固定されるま締め付けます。
正しく固定されると、アームはフレー
ムを中⼼とした回転はしなくなります。

ケーブルコネクター⽤マグネットホルダー
ケーブルコネクターがスマートドライブに接続されてい
ないときは、付属のマグネットホルダーで⾞いすに固定
することができます。このマグネットホルダーはスマー
トドライブの固定⾞⽤クランプに装着されます。

警告︓マグネットホルダーの取り付けは、固定⾞⽤クラ
ンプの取り付けに影響を及ぼします。クランプの取り付
け、位置、⽅向は、スマートドライブが正しく機能する
ために⾮常に重要です。スマートドライブが安全に、そ
して意図したとおりに昨⽇するように、以下のステップ
を実⾏しる際には、“固定⾞⽤クラウンプの取り付け⽅
法”を読み、それに従ってください。

マグネットホルダーを取り付けるには

1. マグネットホルダー（Ａ）を固定⾞⽤クランプの
（Ｂ）の前部と後部の間に設置します。

2. 上側ボルト（C）をホルダーの⽳に通し、しっかり
と締めます。 

3. 下側ボルトを締めます。

注意︓ガタツキを防ぐため、まず上側のボルトを締め、
次に下側ボルトを締めてください。

P5
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オプションB︓アームの取り付け
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7. アームをお好みの位置まで回転させます。5㎜
六⾓レンチを使い外側のネジを締め、アームを
固定します。

8. スピードコントロールダイヤルをアームの“ポ
ケット”に⼊れます。座った状態からスピードコ
ントロールダイヤルのLEDが⾒えるようにセッ
トしてください。

9. M4ネジと付属の3㎜六⾓レンチでアームにス
ピードコントロールダイヤルを固定します。

10. ケーブルはアームのスロットに通してください。

11. 布の表⾯にケーブルを通し、⾞いすの背もたれ
から出してください。付属の⾯ファスナーと結
束バンドを使⽤して、ケーブルを⾞いすフレー
ムとシート表⾯に固定してください。（本書の
最終ページにある配線例を参照してください。

注意︓ケーブルが⾞いすから出ていると引っかかって
破損する場合があります。ご注意ください。

アタッチメントアーム︓回転調整
アタッチメントアームを⾞いすの左側に取り付ける
場合、または操作⽅法が異なる場合は、この説明に
従ってください。

1. 付属の5㎜六⾓レンチを使いM6ボルトを取り
外します。アーム（A）をマウントブラケッ
ト（B）からはずします。

2. アームストップピース（C）をブラケットか
ら取り出します。

ー左側に取り付ける場合は、アームストップを

         180°回転させて戻してください。

ーアームを回転させたい場合は、アームストッ

プピースを別の⽅向に回転させることがで

         きます。 

3. ご希望の⾓度に設定できましたら、すべての
部品を組み⽴て、ボルトで固定してください。
ボルトの締め付けはアームの調整で必要な加
減になるように締めます。
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警告︓マグネットホルダーの取り付けは、固定⾞⽤クラ
ンプの取り付けに影響を及ぼします。クランプの取り付
け、位置、⽅向は、スマートドライブが正しく機能する
ために⾮常に重要です。スマートドライブが安全に、そ
して意図したとおりに昨⽇するように、以下のステップ
を実⾏しる際には、“固定⾞⽤クラウンプの取り付け⽅
法”を読み、それに従ってください。

マグネットホルダーを取り付けるには

1. マグネットホルダー（Ａ）を固定⾞⽤クランプの
（Ｂ）の前部と後部の間に設置します。

2. 上側ボルト（C）をホルダーの⽳に通し、しっかり
と締めます。 

3. 下側ボルトを締めます。

注意︓ガタツキを防ぐため、まず上側のボルトを締め、
次に下側ボルトを締めてください。
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オプションB︓アームの取り付け
1. ⾓頭ボルトをアーム取り付け⾦具に通

す。

2. ラバーインサート#22、#25、#28を
使⽤する場合、ラバーインサートをフ
レームチューブにセットし、ラバーイ
ンサートにクランプをセットします。
その後、４に進みます。

3. ラバーインサート#32を使⽤する場合
は、まずクランプの中に#32を⼊れて
ください。それからチューブに固定し
ます。

4. アーム上部をクランプに引っかけます。
クランプとハウジングを⼀緒に挟み、
クランプをボルトの端に押し付けます。

5. 六⾓ナットをボルトに取り付けます。

6. 付属の六⾓レンチまたはマイナスドラ
イバーを使⽤し、アームがフレーム
チューブに固定されるま締め付けます。
正しく固定されると、アームはフレー
ムを中⼼とした回転はしなくなります。

ケーブルコネクター⽤マグネットホルダー
ケーブルコネクターがスマートドライブに接続されてい
ないときは、付属のマグネットホルダーで⾞いすに固定
することができます。このマグネットホルダーはスマー
トドライブの固定⾞⽤クランプに装着されます。

警告︓マグネットホルダーの取り付けは、固定⾞⽤クラ
ンプの取り付けに影響を及ぼします。クランプの取り付
け、位置、⽅向は、スマートドライブが正しく機能する
ために⾮常に重要です。スマートドライブが安全に、そ
して意図したとおりに昨⽇するように、以下のステップ
を実⾏しる際には、“固定⾞⽤クラウンプの取り付け⽅
法”を読み、それに従ってください。

マグネットホルダーを取り付けるには

1. マグネットホルダー（Ａ）を固定⾞⽤クランプの
（Ｂ）の前部と後部の間に設置します。

2. 上側ボルト（C）をホルダーの⽳に通し、しっかり
と締めます。 

3. 下側ボルトを締めます。

注意︓ガタツキを防ぐため、まず上側のボルトを締め、
次に下側ボルトを締めてください。
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7. アームをお好みの位置まで回転させます。5㎜
六⾓レンチを使い外側のネジを締め、アームを
固定します。

8. スピードコントロールダイヤルをアームの“ポ
ケット”に⼊れます。座った状態からスピードコ
ントロールダイヤルのLEDが⾒えるようにセッ
トしてください。

9. M4ネジと付属の3㎜六⾓レンチでアームにス
ピードコントロールダイヤルを固定します。

10. ケーブルはアームのスロットに通してください。

11. 布の表⾯にケーブルを通し、⾞いすの背もたれ
から出してください。付属の⾯ファスナーと結
束バンドを使⽤して、ケーブルを⾞いすフレー
ムとシート表⾯に固定してください。（本書の
最終ページにある配線例を参照してください。

注意︓ケーブルが⾞いすから出ていると引っかかって
破損する場合があります。ご注意ください。

アタッチメントアーム︓回転調整
アタッチメントアームを⾞いすの左側に取り付ける
場合、または操作⽅法が異なる場合は、この説明に
従ってください。

1. 付属の5㎜六⾓レンチを使いM6ボルトを取り
外します。アーム（A）をマウントブラケッ
ト（B）からはずします。

2. アームストップピース（C）をブラケットか
ら取り出します。

ー左側に取り付ける場合は、アームストップを

         180°回転させて戻してください。

ーアームを回転させたい場合は、アームストッ

プピースを別の⽅向に回転させることがで

         きます。 

3. ご希望の⾓度に設定できましたら、すべての
部品を組み⽴て、ボルトで固定してください。
ボルトの締め付けはアームの調整で必要な加
減になるように締めます。
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7. アームをお好みの位置まで回転させます。5㎜
六⾓レンチを使い外側のネジを締め、アームを
固定します。

8. スピードコントロールダイヤルをアームの“ポ
ケット”に⼊れます。座った状態からスピードコ
ントロールダイヤルのLEDが⾒えるようにセッ
トしてください。

9. M4ネジと付属の3㎜六⾓レンチでアームにス
ピードコントロールダイヤルを固定します。

10. ケーブルはアームのスロットに通してください。

11. 布の表⾯にケーブルを通し、⾞いすの背もたれ
から出してください。付属の⾯ファスナーと結
束バンドを使⽤して、ケーブルを⾞いすフレー
ムとシート表⾯に固定してください。（本書の
最終ページにある配線例を参照してください。

注意︓ケーブルが⾞いすから出ていると引っかかって
破損する場合があります。ご注意ください。

アタッチメントアーム︓回転調整
アタッチメントアームを⾞いすの左側に取り付ける
場合、または操作⽅法が異なる場合は、この説明に
従ってください。

1. 付属の5㎜六⾓レンチを使いM6ボルトを取り
外します。アーム（A）をマウントブラケッ
ト（B）からはずします。

2. アームストップピース（C）をブラケットか
ら取り出します。

ー左側に取り付ける場合は、アームストップを

         180°回転させて戻してください。

ーアームを回転させたい場合は、アームストッ

プピースを別の⽅向に回転させることがで

         きます。 

3. ご希望の⾓度に設定できましたら、すべての
部品を組み⽴て、ボルトで固定してください。
ボルトの締め付けはアームの調整で必要な加
減になるように締めます。
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5. ⾞いすのフレームにフィットするよう、クラン
プの開⼝部を広げ⾞いすフレームにフィットさ
せます。クランプとハウジングを⼀緒に挟み、
ボルトをクランプの⽳に通します。

6. 六⾓ナットをボルトに取り付けます。
7. 付属の六⾓レンチまたはマイナスドライバーを

使⽤し、しっかりと固定されるまで締め付けま
す。正しく固定されると、スピードコントロー
ルダイヤルはフレームを中⼼とした回転はしな
くなります。

8. 座布の表⾯にケーブルを通し、⾞いすの背もた
れから出してください。付属の⾯ファスナーと
結束バンドを使⽤して、ケーブルを⾞いすフ
レームとシート表⾯に固定してください。（本
書の最終ページにある配線例を参照してくださ
い。

注意︓ ケーブルが⾞いすから出ていると引っかかっ
て破損する場合があります。ご注意ください。
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パート2︓⾞いすに取り付ける
スピードコントロールダイヤルは、⾞いすのフレームの⽚
側、ハンドリムから⼿を放すことなく確実にダイヤルを操
作できる⼀に取り付けられます。

警告︓スピードコントロールダイヤルがハンドリムから離
れすぎていると、⾞いす捜査中にハンドリムから⼿を離さ
なければならず、⾞いすを制御できなるなる可能性があり
ます。

⾞いすの座布シートの取り付け⽅法がボルトオン式になっ
ている場合は、その部分のネジを緩めクランプを隙間に差
込み、再度座布のボルトを締めてください。スピードコン
トロールダイヤルをハンドリムに近い位置に配置できるよ
うにします。

オプションA︓ダイレクトアタッチ（直付け）

1. ラバーインサート#22、#25、#28を使⽤する場合は、
フレームチューブに装着してください。

2. ⾓頭のボルトを背⾯のスロットにスライド挿⼊します。

3. 図のようにクランプに⾓度をつけ、クランプの上部を
ハウジングの後部にひっかけます。

4. ラバーインサート#32を使⽤する場合は、クランプの
中に⼊れてください。

スマートドライブ

スピードコントロールダイヤル
サプリメンタル・トレーニングガイド

ダイヤルを“停⽌”位置
まで回します。

スピードコントロール
ダイヤルの側⾯をLED
（⻘⾊）が点灯するま
で押し続けます。

お好みのスピードになる
まで、ダイヤルを前に回
します。ダイヤルを前後
に回してスピードの調整
をしてください。

停⽌するには、“停⽌”位
置まで回転して戻り、ハ
ンドリムを握って⽌まり
ます。スピードコント
ロールダイヤルの測⾯を
押して、パワーアシスト
をオフにします。

注意︓⾞いすのフレーム右側に付けた場合の例です。
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利⽤者確認欄 販売店確認欄
1
⾃⾛式⾞いすを⽇常的に利⽤することができます。 □ □
ハンドリムによる⾛⾏、停⽌、旋回や⽅向転換、障害物回避ができます。 □ □
周囲の状況を正しく理解し、⾛⾏すべきかどうか判断することができます。 □ □
ハンドリムを握る、または押さえることで停⽌させることが出来きます。 □ □
スピードコントロールダイヤルの操作を確実に⾏うことができます。 □ □

2 各部の取り扱い⽅法
スマートドライブの取り付け

⾞椅⼦へのクランプの取り付け⽅法を確認しました。 □ □
スマートドライブ本体の取り付け⽅法を確認しました。 □ □

運転操作する前の準備
バッテリー残量の確認⽅法を確認しました。 □ □
スピードコントロールダイヤル各部の名称を確認しました。 □ □
スピードコントロールダイヤルの操作⽅法を確認しました。 □ □

3 運転操作に関する指導
必要な時にはいつでも停⽌させることが出来ます。 □ □
必要な時にはいつでも旋回することが出来ます。 □ □
必要な時にはいつでも障害物を回避することが出来ます。 □ □
傾斜、段差、路⾯状況を把握し安全なルートを選択することが出来ます。 □ □

4 安全運転に関する指導
警告事項の説明、安全運転の⼿引きを確認しました。 □ □
⾛⾏規則をを確認しました。 □ □
障害物の乗り越えを確認しました。 □ □
下り坂での⾛⾏⽅法を確認しました。 □ □
上り坂での⾛⾏⽅法を確認しました。 □ □
横⽅向に傾いた路⾯での⾛⾏⽅法を確認しました。 □ □

5 その他
充電の仕⽅について確認しました。 □ □
運搬の⽅法について確認しました。 □ □
航空機への積載について確認しました。 □ □
保管⽅法について確認しました。 □ □

上記確認内容に虚偽がないことをここに誓約いたします。

年 ⽉ ⽇

販売店名 利⽤者⽒名 印

担当者⽒名 印 利⽤者住所

この誓約書に虚偽があったことが判明した場合、⼜は確認すべき事項を確認しなかったことが判明した場合には、怪我や事故など当⽅が不利益を被ることとなって
も、異議は⼀切申し⽴てません。

スマートドライブの利⽤適正及び安全運転指導チェックシート

 販売店様は、スマートドライブの引き渡しをする際に、利⽤者様に対して下記のチェックシートに従って利⽤適性の判定と取り扱い⽅法の説明、並びに利⽤に際しての
危険性について告知を⾏ってください。各項⽬完了後、販売店、利⽤者双⽅で虚偽なく確認欄に✔を記⼊してペルモビールへ提出してください。利⽤適正の判定において
該当しない項⽬がある場合はスマートドライブのご利⽤、ご購⼊をお控えいただきますようお願いいたします。

警 告

お客様の運転／操作練習には必ず販売承諾した担当者が同⾏してください。
不慣れな状態、知識不⾜の状態での運転/操作は重篤な怪我や事故を引き起こす恐れがあります。

スマートドライブ利⽤適正の判定
チェック項⽬

5. ⾞いすのフレームにフィットするよう、クラン
プの開⼝部を広げ⾞いすフレームにフィットさ
せます。クランプとハウジングを⼀緒に挟み、
ボルトをクランプの⽳に通します。

6. 六⾓ナットをボルトに取り付けます。
7. 付属の六⾓レンチまたはマイナスドライバーを

使⽤し、しっかりと固定されるまで締め付けま
す。正しく固定されると、スピードコントロー
ルダイヤルはフレームを中⼼とした回転はしな
くなります。

8. 座布の表⾯にケーブルを通し、⾞いすの背もた
れから出してください。付属の⾯ファスナーと
結束バンドを使⽤して、ケーブルを⾞いすフ
レームとシート表⾯に固定してください。（本
書の最終ページにある配線例を参照してくださ
い。

注意︓ ケーブルが⾞いすから出ていると引っかかっ
て破損する場合があります。ご注意ください。
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ー

上
に

⾒
え

る
デ

ィン
プ

ル
（

くぼ
み

）
の

数
に

注
意

しま
す

（
左

右
同

じ数
で

あ
る

必
要

が
あ

りま
す

）
（

図
D）

。ア
ッセ

ンブ
リー

を
取

り外
し、

ア
ジ

ャス
ター

バ
ー

を
外

側
に

動
か

して
、前

述
と同

じ数
の

デ
ィン

プ
ル

が
⾒

え
る

よ
うに

しま
す

。
次

に
、ス

プリ
ング

が
⼊

った
エン

ドキ
ャッ

プを
考

慮
し、

さら
に

4つ
動

か
しま

す
（

露
出

した
デ

ィン
プル

を
2つ

数
え

て
か

ら、
露

出
した

デ
ィン

プル
が

6つ
に

な
る

よう
に

アジ
ャス

ター
バ

ー
を動

か
しま

す
）

（
図

E）
。セ

ット
ス

クリ
ュー

を正
しい

デ
ィン

プル
に

位
置

させ
、数

回
転

だ
け

締
め

付
け

、各
側

に
正

しい
数

の
デ

ィン
プル

が
あ

る
こと

を確
認

しま
す

。 

バ
ー

を
正

しい
位

置
に

固
定

す
る

た
め

、セ
ット

ス
クリ

ュー
を

締
め

ま
す

。次
に

クラ
ン

プ
の

ボ
ル

トを
締

め
、チ

ュー
ブ

の
位

置
を

固
定

しま
す

（
図

F）
。固

定
した

ら、
反

対
側

も
同

様
に

⾏
い

ま
す

。次
に

フォ
ー

ル
デ

ィン
グ

バ
ー

を
⾞

い
す

に
戻

し、
適

切
な

幅
に

セ
ット

され
て

い
る

こと
を確

認
しま

す
（

図
G）

。正
しく

セ
ット

さ
れ

て
い

れ
ば

、エ
ンド

キ
ャッ

プ
の

内
側

の
端

が
チ

ュー
ブ

の
⽩

い
帯

の
中

に
⼊

りま
す

（
図

H）
。そ

うで
な

い
場

合
は

、必
要

に
応

じて
デ

ィン
プ

ル
の

数
を

調
整

し、
エ

ンド
キ

ャッ
プ

の
端

が
⽩

い
帯

の
上

に
くる

よ
うに

、ス
プ

リン
グ

プ
リロ

ー
ドが

適
切

に
設

定
され

る
よ

う、
⽌

め
ね

じと
ボ

ル
トを

緩
め

て
位

置
を

調
整

し、
再

度
締

め
ます

。 

 
 

 

      
図

F 
図

G 

図
H 

      
図

C 

      
図

D 

      
図

E 

⾞
い

す
の

セ
ット

ア
ップ

を
調

整
す

る
と、

折
りた

た
み

式
⾞

い
す

⽤
ア

ダ
プ

タ
ー

バ
ー

の
向

きに
影

響
を

与
え

る
可

能
性

が
あ

りま
す

。⾞
い

す
に

変
更

を
加

え
る

際
は

、必
ず

ア
ダ

プ
タ

ー
バ

ー
を

再
度

調
節

して
くだ

さ
い

。 



ドライブ
ユ

ニット／
フォル

ダア
ダプ

ター
取

り付
け

 
セ

ットア
ップ

が
完

了
した

ら、ア
ダプ

ター
バ

ー
へ

の
ドライブ

ユ
ニットの

取
り付

け
が

必
要

で
す

。⾞
い

す
に

取
り付

け
る

前
に

、ドライブ
ユ

ニットを
あ

らか
じめ

フォ
ル

ダー
ア

ダプ
ター

バ
ー

に
取

り付
け

て
お

く必
要

が
あ

りま
す

。ま
ず

、カス
タム

フィットゴ
ム

ス
トッパ

ー
を

ドライブ
ユ

ニットの
隙

間
に

ス
ライドさせ

ま
す

（
図

Ⅰ
）

。
ドライブユ

ニットを取
り付

け
突

起
の

上
に

下
げ

（
図
J）

、⽌
まる

まで
下

⽅
向

に
回

転
させ

ます
（

図
K）

 
       

図
K 

付
属

の
イモネ

ジ
（

図
L）

を使
って

固
定

し、ドライブ・ユ
ニットをアダプター

バ
ー

（
図
M

）
に

固
定

します
。 

       
図
M

 

図
L 

      図
J 

      図
I 



ドラ
イブ

ユ
ニ

ット
ア

タッ
チ

メン
ト 

リリ
ス

トバ
ンド

が
外

れ
て

い
る

こと
を確

認
し、
装
着

前
に

トグ
ル

ス
イッ

チ
をオ

ンに
して

ドラ
イブ

ユ
ニッ

トの
電
源

を⼊
れ

ます
。「
オ

ン」
は

トグ
ル

ス
イッ

チ
をド

ライ
ブ

ユ
ニッ

ト前
⾯

か
ら離

す
よう

に
押

しま
す

（
図

 N
）

。⼤
きな
ビー

プ⾳
が
鳴

り、
⻘
⾊

 L
ED

 が
点
灯

しま
す

。 

２
つ

の
バ
ネ

付
き

エ
ンド

キ
ャッ

プ
は

、ア
クス

ル
レ

シ
ー

バ
ー

プ
ラグ

か
ら突

き
出

て
い

る
折

りた
た

み
式

フレ
ー

ム
⾞

い
す

の
クイ

ック
リリ

ー
ス

・ア
クス

ル
チ

ップ
に

係
合

す
る

。こ
れ

らの
ス

プ
リン

グ
⼊

りエ
ンド

キ
ャッ

プ
は

、ク
リア

ラン
ス

を
確
保

す
る

た
め

に
圧
縮

され
、そ

の
後

、こ
れ

らの
ア

クス
ル

チ
ップ

の
上

に
配

置
され

る
よ

うに
解
放

され
ま

す
（

図
O

）
。ス

プ
リン

グ
の
張
⼒

は
常

に
⾞

い
す

か
らア

ダプ
ター

バ
ー

が
外

れ
な

い
よ

うに
押

し出
され

、そ
の
時
点

で
エ

ンド
キ

ャッ
プ

が
圧
縮

され
、ア

ダプ
ター

バ
ー

／
ドラ

イブ
ユ

ニッ
トが

取
り外

され
ます

。 
         

図
O

 
ス

イッ
チ
コン

トロ
ー

ル
ボ

タン
を
購

⼊
した

場
合

、取
り付

け
⽅
法

に
つ

い
て

は
別
冊

の
説

明
書

を参
照

して
くだ

さい
。ス

イッ
チ
コン

トロ
ー

ル
ボ

タン
は

、ド
ライ

ブ
ユ

ニ
ット

の
ハ

ウ
ジ

ン
グ

に
あ

る
レ

セ
プ

タク
ル

に
は

め
込
む
磁
気
コネ

クタ
を

使
⽤

して
、ド

ライ
ブユ

ニッ
トに
差

し込
み

ます
（

図
P）

 
Sm
ar
tD
riv
eの
操
作

に
つ

い
て

は
、取
扱

説
明

書
をご

参
照

くだ
さい

。 
図
P 

 
 

図
N 
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保保証証書書  
 
保保証証対対象象製製品品：：  
スマートドライブ本体および付属品 
 
シシリリアアルルナナンンババーー：：  
S/N:     
 
納納品品⽇⽇：：  

年 ⽉ ⽇ 
 
保保証証期期間間：：  
納品⽇から 2 年間 
 
保保証証内内容容：：  
ペルモビール株式会社は、初期不良および通常使⽤時での故障が発⽣した場合、保証期間内に以
下の対応を⾏います。 
– 故障と認められたパーツの修理または交換品の提供 

 
保保証証がが無無効効ととななるる条条件件：：  
以下の場合には、本保証は無効となる場合があります。 

1. 保証書のご提⽰がない場合 
2. 製品が使⽤マニュアルの指⽰に従って使⽤されなかった場合 
3. 不適切な使⽤が原因で⽋陥が発⽣していると認められた場合 
4. 電気回路または物理的構造に修正または改変が加えられている場合 
5. ⽕災、地震、⽔害、落雷その他の天災、公害、異常電圧、戦争、紛争等による故障および損

傷の場合 
 
免免責責事事項項：：  
ペルモビール株式会社は、スマートドライブの取り付けまたは操作により発⽣する⾞いすの損傷
に対して⼀切の責任を負いません。 
 
おお問問いい合合わわせせ先先：：  
ペルモビール株式会社 
東京都江東区森下 2-7-6 
電話：03-6659-9500 FAX：03-6659-9507 
メールアドレス：info.jp@permobil.com 

購⼊店 




